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アプローチ
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地域課題
社会課題

テストベッド

DXのための
情報通信技術

地域・社会課題に対し、その課題を持つ地域や社会と連携し、
NICT内外の開発した技術を利活用し、

テストベッド等を用いて実証しながら解決することによりDXを推進

地域・社会課題に対し、その課題を持つ地域や社会と連携し、
NICT内外の開発した技術を利活用し、

テストベッド等を用いて実証しながら解決することによりDXを推進

地域 社会

課題解決

DXの推進

委託研究などの連携スキームを用いた
オープンイノベーション

公的機関・企業・NPOなどによる
持続的な事業の継続

NICT内

NICT外

② Beyond 5Gの実現に向けて

③ サイバーセキュリティに
関する取組み

① NICTの概要

④ デジタル化の推進による
実証型研究開発
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➀ NICTの概要 戦略的プログラムオフィスの取組み



研究
開発

業務 支援

ICT分野を専門とする我が国唯一の公的研究機関

●主な業務： （ 「国立研究開発法人情報通信研究機構法」より ）

◆ 最先端の情報通信（ICT）分野の研究開発

◆ 日本標準時の決定・送信、宇宙天気予報等

◆ 民間、大学等が行うICT分野の研究開発の支援等

●所在地 ： 本部 東京都小金井市

●役職員数： １，２９５名（令和４年４月現在）

●予算 ： 約655.1億円（運営費交付金 約280.7億円）（令和３年度当初）
約955.1億円（運営費交付金：約282.5億円） （令和４年度当初）

●設立 ： 平成１６年４月１日

●中長期計画 第１期 平成１６年４月～平成１８年３月
第２期 平成１８年４月～平成２３年３月
第３期 平成２３年４月～平成２８年３月
第４期 平成２８年４月～令和 ３年３月
第５期 令和 ３年４月～令和 ８年３月

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）の概要
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第５期中長期計画における業務推進体制
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電磁波研究所

ネットワーク研究所

フォトニックICT研究センターフォトニックICT研究センター

革新的ネットワーク分野

繋ぐ
つな

ユニバーサルコミュニケーション研究所

サイバーセキュリティ研究所

未来ICT研究所

一体的推進

観る
み

電磁波先進技術分野

守る
まも

サイバーセキュリティ分野

創る
つく

ユニバーサル
コミュニケーション分野

拓く
ひら

フロンティア
サイエンス分野

ワイヤレスネットワーク研究センターワイヤレスネットワーク研究センター

レジリエントICT研究センターレジリエントICT研究センター

電磁波伝搬研究センター電磁波伝搬研究センター

電磁波標準研究センター電磁波標準研究センター

電磁波先進研究センター電磁波先進研究センター

サイバーセキュリティネクサスサイバーセキュリティネクサス

ナショナルサイバートレーニングセンターナショナルサイバートレーニングセンター

ナショナルサイバーオブザベーションセンターナショナルサイバーオブザベーションセンター

先進的音声翻訳研究開発推進センター先進的音声翻訳研究開発推進センター

データ駆動知能システム研究センター データ駆動知能システム研究センター 

統合ビッグデータ研究センター 統合ビッグデータ研究センター 

神戸フロンティア研究センター神戸フロンティア研究センター

小金井フロンティア研究センター小金井フロンティア研究センター

脳情報通信融合研究センター脳情報通信融合研究センター

Beyond5G研究開発推進ユニット

量子ICT協創センター量子ICT協創センター

オープンイノベーション推進本部

総合プロデュースオフィス総合プロデュースオフィス

ソーシャルイノベーションユニット

戦略的プログラムオフィス戦略的プログラムオフィス

総合テストベッド研究開発推進センター総合テストベッド研究開発推進センター

イノベーション推進部門

グローバル推進部門

デプロイメント推進部門

総務部

財務部

経営企画部

業務企画部

広報部

イノベーションデザインイニシアティブイノベーションデザインイニシアティブ

NICTナレッジハブNICTナレッジハブ

IGS開発室IGS開発室

監査室監査室

Beyond5GデザインイニシアティブBeyond5Gデザインイニシアティブ

テラヘルツ研究センターテラヘルツ研究センター

分野横断的な
研究開発

地域連携・産学
連携推進室

CYDER

B5G研究開発促
進事業

高信頼・高可塑
B5G/IoTテスト
ベッド（JGN）

多言語音声
翻訳技術



• 社会課題・地域課題とNICTの内外の研
究者を結びつけ、連携しながら解決

• NICT研究開発成果の社会実装を、組
織横断的なハブとなって推進

• 目まぐるしく変化する研究開発環境に
対応するための、機構全体にまたがる
事項の制度化とその運用手段の確立

NICTの中と外とのハブになり、外部変化をいち早く取り込みながら
研究開発成果の社会実装を推進しています

NICTの中と外とのハブになり、外部変化をいち早く取り込みながら
研究開発成果の社会実装を推進しています

総務省
各総合通信局等

総務省
各総合通信局等

地方自治体地方自治体

産学官
連携

産学官
連携

技術シーズ技術シーズ

CiNet: Center for Information and 
Neural Networks、脳情報通信融合
研究センター

戦略的プログラムオフィス戦略的プログラムオフィス

研究開発成果
の社会実装

研究開発成果
の社会実装

研究機関等研究機関等

地域
連携
地域
連携

東北ICT

連携拠点

北陸ICT

連携拠点

関西ICT連携拠点

・神戸 ・CiNet
・けいはんな

大学大学

企業企業

地域課題の
解決

地域課題の
解決

産業競争力の
強化

産業競争力の
強化

「戦略的プログラムオフィス」の概要
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• NICTの地方ICT連携拠点等を活用し、総合通信局、自治体、大学、研究機関、企業等と連携

• 地域課題の解決策を地域の方々と考えるアイデアソンの開催から、NICT発技術の社会実証から
実装の推進まで、多彩な成果展開や活動に取り組んでいます。

あなたのとなりのNICT
全国規模で取り組む、課題解決に向けた共創と成果展開

あなたのとなりのNICT
全国規模で取り組む、課題解決に向けた共創と成果展開

伊那谷における鳥獣罠センサー
(信州大)

ドローンを活用ひび割れ検出
(広島県立大)

【実施例】

社会課題解決に向けた実証研究社会課題解決に向けた実証研究

【実施例】

・千曲市あんずプロジェクト ・丹波市地域における誤嚥性肺炎予防

国内各地で、学生・社会人対象のイベントを開催国内各地で、学生・社会人対象のイベントを開催

地域の企業、大学、自治体、Code for等と
連携しつつイベントを開催しています。

令和3年度は、仙台でのアイデアソンをはじ
め、「ICTイノベーションセミナー2021 in 
東海」、「ICT研究開発支援セミナーin九州」
「『ビジネス』を護るサイバーセキュリティデイ
ズ2022」等を開催しました。

お問い合わせ先
オープンイノベーション推進本部 戦略的プログラムオフィス 地域連携担当  
chiiki@ml.nict.go.jp

委託研究  詳細④委託研究  詳細④

全国で15課題を実施

・「データ連携・利活用による地域課題解決のための
実証型研究開発」30課題
・「ウイルス等感染症対策に資する情報通信技術の研
究開発」8課題
・「データ利活用等のデジタル化の推進による社会課
題・地域課題解決のための実証型研究開発」10課題
を、全国で実施

2018年に九州工業大学と共催で
アイデアソン・ハッカソンを実施

①地域連携
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NICT技術で現場の課題を解決
製造現場等の無線トラブルを解決し、IoTでデジタル化を促進

NICT技術で現場の課題を解決
製造現場等の無線トラブルを解決し、IoTでデジタル化を促進

 産学官の取り組み例として、FFPA(Flexible Factory Partner Alliance)を紹介します

工場のDX化工場のDX化

NICTはFFPAのメンバーとなり、産学
官一体となってSRF無線プラットフォー
ムの規格策定と、社会実装に向けた
取り組みを行っています。

製造現場では無線通信の利活用が
進んでいますが、無線化に伴う問題
が明らかになってきています。

電波の交通整理

現在の無線システム

衝突 衝突

ライン停止

SRF無線プラットフォーム

SRF: Smart Resource Flow

https://www.ffp-a.org/jp-index.html

＜メンバ ＞

オムロン、国際電気通信基礎技術研究所 (ATR)、サンリツオートメイション、情報通信研究機構 (NICT)、日本電気、
富士通、村田機械、シーメンス、テレコムエンジニアリングセンター (TELEC)

＜賛助会員＞ YRP研究開発推進協会

無線通信の不安定性の要
因により、生産ラインに不
具合が生じています。

無線状態に応じた無線リ
ソースの協調制御により安
定した無線通信を提供しま
す。DX: Digital Transformation

②産学官連携
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お問い合わせ先
オープンイノベーション推進本部 戦略的プログラムオフィス シーズ集担当
seeds@ml.nict.go.jp

その課題、NICT SEEDsで解決しませんか?
いますぐ使えるイチオシ技術を紹介しています

その課題、NICT SEEDsで解決しませんか?
いますぐ使えるイチオシ技術を紹介しています

• 研究開発成果をまとめた「NICT SEEDs」を公開しています。

• お問い合わせにはコーディネート専門の職員が対応し、連携
をハンズオンで支援します。

詳細は以下をご覧ください(または、「NICT シーズ」

で検索ください)。
https://www2.nict.go.jp/oihq/seeds/

• 社会実装への道のりもSNS(Twitter, 
Facebook)で公開中

   ※Twitterアカウント名
      NICTコラボ窓口はこちら @NICT_SPPO
      ぜひフォローをお願いします。

③NICT SEEDs(技術シーズ集)
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② Beyond 5Gの実現に向けて
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「Beyond 5G推進戦略」（令和２年６月 総務省）
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Beyond 5Gにおける国際競争力強化
（インフラ市場のシェア３割程度の確保、

デバイス・ソリューション市場でも持続的プレゼンスの維持）

Beyond 5Gの早期かつ円滑な導入

基本方針

Beyond 5G推進コンソーシアム

グローバル・ファースト
イノベーションを生む
エコシステムの構築

リソースの集中的投入

産学官の連携により強力かつ積極的に推進

①各戦略に基づき実施される具体的な取組の共有、②国内外の企業・大学等による実証プロジェクトの立ち上げ支援、③国際会議の開催

３つの戦略

研究開発戦略
先端技術への集中投資と、
大胆な電波開放等による

世界最高レベルの
研究開発環境の実現

2025年頃から順次
要素技術を確立

2025年頃から順次
要素技術を確立

知財・標準化戦略
戦略的オープン化・デファクト化の

促進と、海外の戦略的
パートナーとの連携等による

ゲームチェンジの実現
サプライチェーンリスクの低減と

市場参入機会の創出

Beyond 5G必須
特許シェア10％以上

Beyond 5G必須
特許シェア10％以上

展開戦略
5G・光ファイバ網の社会全体への
展開と、5Gソリューションの実証を

通じた産業・公的利用の促進等による

Beyond 5G ready
な環境の実現

2030年度に44兆円の
付加価値創出

2030年度に44兆円の
付加価値創出

目的



Beyond 5G推進戦略ロードマップ（概要）
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COVID-19流行 ウィズコロナ／ポストコロナ

移動通信システムの進化

社会情勢

機能強化された5G
(Stand Alone)

初期の5G
（Non Stand Alone)

B5G

取組の加速化フェーズ先行的取組フェーズ

要素技術の開発成果の民間展開
Beyond 5Gの開発・製造基盤強化 等要素技術の集中的研究開発 等研究開発戦略

展開戦略

国際標準への反映に向けた活動の加速体制構築・連携強化・国際標準化活動知財・標準化戦略

Beyond 5G推進戦略

大阪・関西万博大阪・関西万博

SDGs目標年Beyond 5G ReadyB5G Ready Showcase

インフラの整備
社会全体のデジタル化推進 等 Beyond 5G ready な環境実現 等

５年間の集中取組期間におい

て、世界トップレベルの1,000億

円超の国費投入を目標



研究開発プログラムごとにNICTが公募を行い、専門家等による評価委員会の評価を経て、研究開発の実施者を決定。

(i) 基幹課題①Beyond 5G 機能実現型プログラム

②Beyond 5G 国際共同研究型プログラム

協調可能な技術分野で戦略的パートナーとの連携による先端的な要素技術の国際共同研究開発プ
ロジェクトを推進。

「研究開発課題候補リスト」（随時、追加・変更）に
基づき、予算額を考慮しながら、研究開発課題の
公募を実施。

開発目標を具体的かつ明確に定めた研究計画書を作成して
公募。ハイレベルな研究開発成果の創出を目標とするもの。

研究概要のみを定め、当該開発技術に関する研究開発提
案を広く公募。外部の自由な発想に委ねるもの。

(ii) 一般課題

Beyond 5G研究開発促進事業の各プログラム
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③ Beyond 5G シーズ創出型プログラム

幅広い多様な研究開発を支援し、技術シーズ創出からイノベーションを生み出すプログラムを実施。
・委託研究
・革新的ベンチャー等助成プログラム（SBIR）



今年度と昨年度に実施されたBeyond5G関連の公募で九州関連の機関が受託されているものが以下の通りです。

Beyond 5G機能実現型 一般課題 （R2補正）
・研究開発課題名 超低雑音信号発生技術に基づく300GHz帯多値無線通信に関する研究開発

受託者 ○大阪大学、九州大学、東京大学、北里研究所、IMRA AMERICA, INC.
・研究開発課題名 超低消費電力・大容量データ伝送を実現する革新的EOポリマー/Siハイブリッド変調技術の研究開発

受託者 ○徳島大学、九州大学、会津大学
・研究開発課題名 海中・水中IoTにおける無線通信技術の研究開発

受託者 ○九州工業大学、パナソニック㈱

Beyond 5Gシーズ創出型プログラム （R2補正）
・研究開発課題名 GaN系真空マイクロフォトニクス技術による無線通信用ハイパワーテラヘルツ波発生に関する研究開発

受託者 ○九州大学、産業技術総合研究所、名古屋大学、㈱フォトエレクトロンソウル、大阪大学、早稲田大学

Beyond 5G機能実現型プログラム （R3補正）
・研究開発課題名 日米豪国際連携を通じた超カバレッジBeyond 5G無線通信・映像符号化標準化技術の研究開発日米豪

国際連携を通じた超カバレッジBeyond 5G無線通信・映像符号化標準化技術の研究開発
受託者 ○ シャープ株式会社、国立大学法人京都大学、学校法人早稲田大学、大分朝日放送株式会社

Beyond 5G国際共同研究型プログラム （R3補正）
・研究開発課題名 低遅延・自律性を実現するフローティングサイバーフィジカルシステムと広域連携の研究開発

受託者 ○国立大学法人九州工業大学、株式会社ＫＤＤＩ総合研究所
・研究開発課題名 City as a Serviceを支えるデジタルツインを持続可能な状態で自己成長させるエコシステム

受託者 ○学校法人早稲田大学、学校法人芝浦工業大学、学校法人片柳学園東京工科大学、株式会社ガイアックス、
学校法人福岡大学

Beyond 5G 研究開発促進事業（九州関連）
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Beyond 5G テストベッド
特に九州地方に置かれるB5Gモバイル環境を中心に。
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ネットワークレイヤ

ミドルウェア
レイヤ

プラット
フォーム
レイヤ

DCCS:
多様なデータとその分析機構、さらにB5Gネットワークを組み
合わせた、B5G時代のサービス創成に資するデータ連携利活
用サービス開発環境を提供

B5G高信頼仮想化環境:
無線網も考慮したリソース配分機
能や耐障害機能等の評価・検証環
境を提供

B5Gモバイル環境：
複数モバイル拠点において、
DU/CU/5GCのソフトウェア拡張
の実証環境を提供

CyReal実証環境:
物理事象の取込みにより、シミュレーション要素導入、
実システム接続を可能としたエミュレーション環境を提
供

『高信頼・高可塑 B5G/IoTテストベッド』の機能概要

○「JGN」、「StarBED」を介し提供されるこ
とで、利用における利便性が図られるだ
けでなく、複数機能を連携させた利用形
態への対応性も想定されている。

◇B5G高信頼仮想化環境：JGN上に
実装され、国内の複数JGN拠点に
わたる実証が可能

◇B5Gモバイル環境：JGNに接続する
モバイル拠点を東京、大阪、九州に
設置。一部コア設備は北陸拠点に
設置

◇CyReal実証環境：StarBED上に実
装され、JGNを介した遠隔利用にも
対応

◇DCCS：StarBED上に実装され、
JGNを介した遠隔利用にも対応

• 高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッドの構築を推進。10月頃より順次提供予定

• 柔軟性・拡張性があり(循環進化可能)、有無線インフラに加え、データ分析や電波模擬等も含めた
検証を想定

• 施設の一部は、九工大、阪大にも置かれ、研究機関間の連携や、地域産業との関わりも重視

• Beyond 5G研究開発促進事業の各委託課題等における利用も想定

17



B5Gモバイル環境

サービスメニュー
◇モバイルアプリケーション実証環境

「商用サービスと同程度の基地局設備・アンテナ等」で構成する5G環境

◇モバイルネットワーク開発環境
ネットワーク技術開発促進のための、汎用サーバを用いたクラウドネイティブ環境

◇モバイル基地局開発環境

アプリケーション実証環境／ネットワーク開発環境提供イメージ

1818

B5Gモバイル環境では、Beyond 5Gに求められる多種多様なアプリケーションを中心とし

た技術の研究開発・実証が可能なモバイルアプリケーション実証環境、Open5GCore や 

Free5GC によるモバイルコアや基地局ソフトウェアの開発が可能なモバイルネットワーク

実証環境及び28GHz帯、Sub-6GHz帯基地局の無線エリアを備えるモバイル基地局開発

環境を提供します。

B5Gモバイル環境では、Beyond 5Gに求められる多種多様なアプリケーションを中心とし

た技術の研究開発・実証が可能なモバイルアプリケーション実証環境、Open5GCore や 

Free5GC によるモバイルコアや基地局ソフトウェアの開発が可能なモバイルネットワーク

実証環境及び28GHz帯、Sub-6GHz帯基地局の無線エリアを備えるモバイル基地局開発

環境を提供します。

(利用時の注意事項)

有資格者(無線従事者資格を有する者)による操作や立ち合いが必要な機器や、ライセンス契約が必要なソフトウェアが含まれているため、有資格者の確保・配置や、

ライセンス契約等に関して事前相談が必要です。

スマホ モバイル
ルータ

基地局
(CU,DU,RU)

モバイル
コア(5GC)

エッジ
サーバ

プロジェクト
への貸出形態

複数プロジェクト
の単一拠点共用

貸出期間
単位

アプリ ○ ○ × × ○ 拠点ごと ○ 月

ネット
ワーク

○ ○ ○ ○ ○
全体（一部利
用は要相談）

× 複数月



B5Gモバイル環境構成図

調整中

調整中

調整中

1面目 = A1面
2面目 = B2面
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B5Gモバイル環境イメージ（九工大・戸畑キャンパスを例に）

総合研究3号棟 屋上アンテナ 総合研究3号棟からの見通し

大学会館からの見通し

大学会館 屋上アンテナ
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B5Gモバイル環境

○モバイルアプリケーション実証環境
◇UE：FCNT製 スマホ および COMPAL製 モバイルルータ

◇アプリサーバー：MEC @ 各拠点／サービスPF @ 横須賀

JGN

サーバ室屋外/屋内

4.8-4.9GHz(n79)

RU
CU/DU

エッジ

UPF

関東（小金井）

AMF/SMF

九工大: 飯塚、戸畑キャンパス
阪大: 吹田、豊中キャンパス
NICT: 小金井

SW SW
SW

SW

SW

インターネット

関東（横須賀）

SW

SW

サービスPF

GPU(NVIDA T4)

GPU/FPGA
(NVIDA T4 / Xilinx ALVEO)

最大: DL1.7Gbps、UL200Mbps程度 RU: Radio Unit
CU: Central Unit
DU: Distributed Unit
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ウェブサイトでの情報公開・利用申請

利用イメージが伝わるよう、サービス概要、システム仕様等

をウェブサイトで公開中

わかりやすさを最優先に、ページ構成及びナビゲーション

を工夫し、デザインも一部リニューアル

今後も随時アップデートし、さらなる内容の充実化を目指します。

https://testbed.nict.go.jp/

▲NICT総合テストベッドのトップページをリニューアル新機能に対応した利用申請書（研究計画書）はウェブサイト

からダウンロード可能

https://testbed.nict.go.jp/procedure.html

利用相談・利用申込はテストベッド事務局まで。新機能の利

用相談・利用申込も受付けています。

利用スケジュールの調整、有資格者（無線従事者資格を有

する者）の確保・配置及びライセンス契約等に関して事前相

談が必要となる場合がありますので、あらかじめ利用内容、

時期等についてご相談ください。 ▲B5G高信頼仮想化環境の利用申請書（研究計画書）リ
ソースシート（見本）
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https://www.nict.go.jp/publicity/event/2022/12/05-1.html

タ イ ト ル： 高信頼・高可塑Beyond 5G/IoTテストベッドシンポジウム
～Beyond 5G研究開発・実証の促進に向け運用開始～

日 時： ２０２２年１２月５日（月）1４:００－1７:００

会 場： JA共済ビルカンファレンス 及び オンライン
〒東京都千代田区平河町2-7-9 JA共済ビル 1F

※ 参加対象者：学術機関、民間企業、地方公共団体等、一般スマートIoT推進フォーラムメンバー
Beyond 5G研究開発促進事業受託者

開催趣旨：
国立研究開発法人情報通信研究機構 総合テストベッド研究開発推進センターでは、２０２２年１０月

からBeyond 5G時代の社会的・技術的ニーズの研究開発・実証等が可能な「高信頼・高可塑B5G/IoTテ
ストベッド」の運用を開始した。本テストベッドは従来の機能を拡張・高度化し、ネットワークレイヤだけで
なく、ミドルウェアレイヤ、プラットフォームレイヤまでの各レイヤにおける研究開発・検証に利用いただ
ける環境として順次提供。本シンポジウムでは、実証サイト拠点を有する北九州地区、関西地区におけ
る Beyond 5Gの研究開発の取組をはじめ、「高信頼・高可塑B5G/IoTテストベッド」の新機能を利用した
研究事例ご紹介。後半のパネルディスカッションでは「B5Gテストベッドが目指す共進化」と題し、各レイ
ヤを融合したテストベッドの利活用と進化の方向性について議論する。

主 催 等 ：
（主催）国立研究開発法人情報通信研究機構
（協力）大阪大学、九州工業大学

スマートIoT推進フォーラム技術戦略検討部会テストベッド分科会
（後援）総務省

参 加 費：無料 シンポジウムへの参加を御希望の方は、令和4年12月1日（木）18:00までにお申
込みください。
https://mri-project.smktg.jp/public/application/add/15155

高信頼・高可塑Beyond 5G/IoTテストベッドシンポジウム の概要
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高信頼・高可塑Beyond 5G／IoTテストベッドシンポジウム

～Beyond 5G研究開発・実証の促進に向け運用開始～
プログラム

24

1．開会

2．主催者挨拶 徳田英幸 情報通信研究機構 理事長

3．来賓挨拶 田原康生 総務省 国際戦略局長

4．講演

(1)「高信頼・高可塑B5G／IoTテストベッドのねらい、新機能紹介（仮）」
児島史秀 情報通信研究機構 総合テストベッド研究開発推進センター長

(2)「大阪大学でのBeyond 5Gの研究開発の取組とB5Gテストベッドの活用（仮）」
下條真司 大阪大学 サイバーメディアセンター長

(3)「九州工業大学でのBeyond 5Gの研究開発の取組とB5Gテストベッドの活用（仮）」
池永全志 九州工業大学大学院 教授

5．事例紹介

(1)「スマートモビリティプラットフォームの実現に向けたドローン・自動運転車の協調制御プラットフォームの研究開発」
佐藤雄大 KDDI株式会社 社会実装推進室 コアスタッフ

(2)「NTTコムのB5G高信頼仮想化環境を活用した実証・研究開発」
小原泰弘 NTTコミュニケーションズ イノベーションセンター
杉島綾子 NTTコミュニケーションズ ビジネスソリューション本部
三川荘子 NTTコミュニケーションズ ビジネスソリューション本部

6．パネルディ
スカッション

「B5Gテストベッドが目指す共進化」
モデレータ
下條真司 大阪大学 サイバーメディアセンター長
パネリスト(五十音順)
池永全志 九州工業大学大学院 教授
小野智弘（株）KDDI総合研究所 Human-Centered AI研究所 所長
河口信夫 名古屋大学未来社会創造機構 教授、テストベッド分科会 分科会長
児島史秀 情報通信研究機構 総合テストベッド研究開発推進センター長
佐藤雄大 KDDI株式会社 社会実装推進室 コアスタッフ
篠田陽一 北陸先端科学技術大学院大学 教授
西沢秀樹 NTT未来ねっと研究所フロンティアコミュニケーション研究部

オムニトランスポート研究グループ 主幹研究員・グループリーダ

7．閉会 茨木 久 情報通信研究機構 理事



③ サイバーセキュリティに関する取組み
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サイバーセキュリティ統合知的・人材育成基盤の構築

26

我が国のサイバー攻撃への自律的な対処能力を高め、サイバーセキュリティ情報を
国内で収集・蓄積・分析・提供するとともに、社会全体でサイバーセキュリティ人材を
育成するための産学の結節点となる共通基盤を国立研究開発法人情報通信研究
機構（NICT）に構築する。
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国・地方公共団体・独法・重要インフラ事業者等を対象とした実践的サイバー防御演習

⇒ 年間100回、計3000名規模で実施（１日コース＆全都道府県で開催）
2017年度以降で、延べ13867名が受講。

受講者のスキルレベルに合わせ、初級、中級、準上級コースを提供
※オンラインコース、準上級コースは2021年度より開設。公務員は基本的に受講料無料。

国家資格「情報処理安全確保支援士」を対象とした実践サイバー演習(特定講習）

⇒ 経産省の認可を受け、2021年度から提供開始。 CYDERのノウハウ、 NICTが持つ大規模演習
環境を活用し、第一線で活躍する専門家向けに提供する、ハンズオン中心のリアリティを
高めたインシデントハンドリング演習。2022年9月末時点で158名が受講。

25歳以下の若手セキュリティイノベーターの育成

⇒ 毎年40名程度の受講者を選抜し、1年をかけて本格的にセキュリティ関連技術の指導を実施。
2017年度以降で、計212名が修了。

新たな手法のサイバー攻撃にも対応できる演習プログラム・教育コンテンツを開発

オンライン受講
を新たに導入

演習受講模様

サイバー攻撃への
対処方法を体得

全都道府県で演習を実施

CYDER
実事案に対処可能な人材育成

RPCI
実事案に対処可能な専門人材育成

SecHack365
ハイレベル層の人材育成

25才以下
１年間

40名程度

 巧妙化・複雑化するサイバー攻撃に対し、実践的な対処能力を持つセキュリティ人材を育成するため、平成
29年4月より、NICTの「ナショナルサイバートレーニングセンター」において演習等を実施。

（サイダー）

（リプシィ）

（セックハック365）

セキュリティ人材の育成 （ＮＩＣＴナショナルサイバートレーニングセンター）



④ デジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のため
の実証型研究開発（委託研究・自主研究）

28



データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための実証型研究開発
情報通信技術によるデータ収集とデータ利活用技術の研究開発によるデジタル社会の推進を目指して

研究開発期間：2022年度（契約締結日）～2024年度末（2023年度に2024年度以降の継続を判断する中間評価を実施）
研究開発予算：各年度、１件当たり総額１０百万円（税込）上限 採択件数：最大１０件

課題 226

背景と課題

研究開発の目的

研究開発の内容

• 地球規模の課題や、ニューノーマルへの対応、レジリエントで安全・安心な社会の構築、都市と地方の格差問題といった多岐にわたる社会課
題・地域課題に対し、情報通信技術(ICT)とデータを活用したデジタル化の推進による課題解決が望まれる。

• 情報通信研究機構（以下「機構」）は、自らが行う「重点研究開発分野の研究開発等」の業務と連携し、企業・大学等との共同研究、委託研究、
研究開発成果の標準化、国際展開、ベンチャー創出等に積極的に取り組み、研究開発成果の普及や社会実装に向けた取組を実施し、その中で、
社会課題・地域課題解決や社会システム変革、新たな価値創造等に資するイノベーション創出及びSDGsの達成への貢献を目指すものとされて
いる。

• 社会・地域の様々な課題に対し、新たなICTに関する研究開発、データ利活用等のデジタル化につながる実証型の研究開発を推進し、持続可能
なサービス基盤の創出などを通じて、経済の活性化のみならず国民の安全・安心や多様な幸せの実現に寄与する。

• 本研究開発では、この委託研究の受託者に提供可能な機構発技術シーズを提示し、機構だけでは発想し得なかった地域の課題に、機構発技術
シーズを用いた新たな解決方法を確立することで、新しいサービスの創出や社会実装の機会を拡大させることも重要な目的の一つとする。

• 本研究開発は、多岐にわたる社会課題・地域課題の中から提案者が
分野と課題を選定し、ICTとデータを活用したデジタル化の推進に
よる解決を目指した研究開発を行い、その成果を、その課題を抱え
る地域で実証する実証型の研究開発である。

• 自走可能な形態による社会実装を目指し、ビジネスプロデュー
サーの設置と産学官等の連携による複数者での実施体制を条件と
する。

• 提案課題の設定にあたっては、以下に示す事項のいずれかに繋ること。

1)データ流通やオープン化の促進
2)ICTによる良質なデータの収集・利活用による新たな価値創造
3)民間の取組が難しい条件不利地域や社会的弱者等の課題解決
4)研究開発成果の社会実装、デジタル化の推進

• あらかじめ提示された機構発技術シーズを用いることも可能。

企業等

大学等

公的機関等

機構

電磁波先進技術・革新的ネットワーク・
サイバーセキュリティ・ユニバーサルコ

ミュニケーション・フロンティアサイエンス

情報通信研究機構
オープンイノベーション創出に向けた取り組み

社会実装
分野

・農林水産
・防災・減災
・福祉・健康
・交通・インフラ
・地域データ・

データ連携
・その他

社
会
課
題

地
域
課
題

実証実験外部の技術シーズ
による課題解決

機構の技術シーズを使った
課題解決

ICTとデータ利
活用によるデ
ジタル化
推進

これまで4回実施。九州から多くのご提案をいただきました
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提案課題 受託者 実証実験地域

JGNと5Gを用いた遠隔地手術データ連携とAI解析による地域間医療
技術の高水準化のための研究開発

〇公立大学法人公立はこだて未来大学
学校法人東京女子医科大学

北海道函館市、
東京都新宿区

AI・IoTを活用した北海道における次世代施設栽培の確立 〇国立大学法人室蘭工業大学
エア・ウォーター株式会社

北海道千歳市

情報銀行による匿名化データサービスと地域永続化実証 〇学校法人慶應義塾
フェリカポケットマーケティング株式会社
学校法人早稲田大学

埼玉県さいたま市

個人別熱中症リスク情報見える化システムの研究開発
～埼玉県熊谷市における効果検証～

〇凸版印刷株式会社
学校法人東京理科大学

埼玉県熊谷市

未来型住宅団地におけるサービス連携プラットフォーム 〇学校法人東洋大学
株式会社横須賀テレコムリサーチパーク

東京都北区

バーチャル物見櫓（V-THUNDARBIRDs）
～災害発生地域における緊急事態対応に必要な情報収集・共有シス
テム～

〇一般社団法人先端空間情報技術評価支援センター
御殿場市役所
国立大学法人千葉大学

静岡県御殿場市

山間過疎地を対象とした高齢者向け屋内外包括見守りシステムに関
する研究開発

〇国立大学法人名古屋工業大学
国立大学法人東海国立大学機構（名古屋大学）

愛知県新城市

人や様々なモノの接点を検知するイメージセンサネットワーク基盤の
構築

〇国立大学法人京都大学
株式会社エクサウィザーズ

京都府京都市、
精華町

被災地域における医療救護活動のデータ共有と組織間連携に関する
研究開発

〇株式会社スペースタイムエンジニアリング
国立大学法人九州工業大学

高知県香南市、
徳島県牟岐町

大規模位置データ連携による観光施策立案評価システムの研究開発 〇国立大学法人九州大学
株式会社コロプラ

⇒ 株式会社ブログウォッチャーに事業譲渡
国立大学法人九州工業大学

福岡県福岡市

課題220 データ連携・利活用による地域課題解決のための実証型研究開発（第３回）
～分野横断的・産業横断的なデータ統合・融合による新たな価値創出を目指して～（研究期間：2020～2022年度）

地域課題解決のための実証型研究開発（委託研究）
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提案課題 受託者 実証実験地域

地域コミュニティのスーパーキャンパス化を支える柔軟なモビリティシェ
アシステムの開発とその利便性・公平性の実証評価

〇国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 奈良県生駒市等のけい
はんな地区

街の未来を共視する ～住民・自治体・事業者のトリプレット共創型デ
ジタルツイン～

〇国立大学法人大阪大学
株式会社HULIX

和歌山県和歌山市

画像解析による種鶏・原種鶏の初生雛雌雄選別の実証型研究 〇有限会社電マーク
熊本県農業研究センター、国立大学法人広島大学、
歯っぴー株式会社

熊本県合志市、広島県
東広島市

想定外災害発生時に必要な即興的対応能力創発型教育訓練シナリ
オの検討及び実証試験の実施

〇国立大学法人香川大学
国立大学法人徳島大学

香川県高松市、徳島県
徳島市

データ・サステナビリティのための実世界データ醸造基盤 〇国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学
株式会社ExData
特定非営利活動法人位置情報サービス研究機構

愛知県名古屋市

地域防災のための多地点微小気圧変動計測パッケージの標準化と都
市近郊・中山間部における市民協力型実証実験

〇高知県公立大学法人 高知工科大学
国立研究開発法人産業技術総合研究所
国立大学法人九州大学、学校法人北海道情報大学

高知県香美市、福岡県
福岡市、北海道江別市

ブルーカーボン貯留量の自動計測システムの開発による漁村の脱炭
素・収益向上に向けた取り組み

〇独立行政法人国立高等専門学校機構 鳥羽商船高等
専門学校

国立大学法人三重大学、三重県水産研究所、鳥羽市
ＫＤＤＩ株式会社、株式会社ＫＤＤＩ総合研究所

三重県鳥羽市等三重県
南部沿岸地域

誰でも利用できる非接触WEB体力・脳力測定システム開発による自治
体と連携した健康事業参加者のすそ野拡大

〇学校法人関西医科大学
コガソフトウェア株式会社

大阪府阪南市

地域農業従事者の業務をスマート化し収益性を高める農業DXのため
の農業支援AIの研究開発

〇スタンシステム株式会社
徳島県立農林水産総合技術支援センター

徳島県内（11か所の圃
場）

細粒度ごみ排出量データを活用した地域ごみ管理・収集・減量のデジ
タル推進基盤「ごみゼロ湘南」の研究開発

〇学校法人慶應義塾
学校法人廣池学園 麗澤大学

神奈川県藤沢市・鎌倉
市

課題226 データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための実証型研究開発
～情報通信技術によるデータ収集とデータ利活用技術の研究開発によるデジタル社会の推進を目指して～（研究期間：2022～2024年度）

データ利活用等のデジタル化の推進による社会課題・地域課題解決のための実証型研究開発
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（機構シーズ：xDataプラットフォーム）

（機構シーズ：インフラサウンド）



 大気汚染が地球規模で深刻化。大気汚染は4番目に高い死亡リスク（高血圧、タバコ、食習慣に次ぐ）。
 キレイな空気への需要が拡大中。”Clear Water”「水」と同様に、”Clean Air”「空気」に高い価値。
 しかし、大気汚染物質測定局が不足し、日本全国を網羅できない（498/1896地方自治体のみ）。
 上空撮影画像からCIIを推定する数理アルゴリズムSNAP-CIIを開発、大気環境の全国民「誰でもセンシング」を可能に。

研究機関
・NICT ・九州工業大学
・福岡大学 ・都立大学

R3年度より地域との連携をより強化しており、地元の・北九州産業学術推進機構（FAIS）
・北九州市・北九州市環境ミュージアム ととも協力関係を構築し、これら機関との連携を基礎として社会展開。実装を目指し
て進めていく。また他地域での実証も計画中です。（他に実施協力として、北九州市立大学）
※今年度はスマホアプリ化に向けて北九州での連携をさらに強化して、実証実験を継続中。

R3年度より地域との連携をより強化しており、地元の・北九州産業学術推進機構（FAIS）
・北九州市・北九州市環境ミュージアム ととも協力関係を構築し、これら機関との連携を基礎として社会展開。実装を目指し
て進めていく。また他地域での実証も計画中です。（他に実施協力として、北九州市立大学）
※今年度はスマホアプリ化に向けて北九州での連携をさらに強化して、実証実験を継続中。
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「空気のきれい度を測定」＠北九州市での実証実験



引き続き、ご支援・ご協力を

どうぞよろしくお願いいたします。

連絡先：国立研究開発法人情報通信研究機構

戦略的プログラムオフィス

chiiki@ml.nict.go.jp

042-327-5894 
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